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造船業界向けに「半導体等調達難に対するご理解とご協力のお願い」を発出 

 

 

コロナ禍からの急速な景気回復等を背景とする世界的な材料価格の高騰に関し

て、昨年、弊会から「舶用工業製品の取引に対するご配慮のお願い」（舶工第７４

号、令和３年５月１４日付け）を発出したところですが、その後、ウクライナ情勢

等も加わり、原材料・製品等の供給制約、工場火災等による国内外の部品生産量の

減少などの種々な要因により、舶用機器を構成する原材料・部品の調達難が続いて

おり、特に半導体をはじめとする電子・電気関係部品等の入荷遅れの深刻度が増し

ています。 

当会会員企業においては、舶用機器の納期遅れにともなう船舶の引き渡しへの影

響等が発生しないよう、鋭意努力を行ってきているものの厳しい状況が続いている

ことから、今般、一般社団法人日本造船工業会及び一般社団法人日本中小型造船工

業会に対し、製品検査・納期等の調整、価格上昇等を踏まえたコスト低減策協議等

の当会会員企業への配慮をお願いする別添の文書を発出したので、お知らせ致しま

す。 

 

 

【添付】 

・「半導体等調達難に対するご理解とご協力のお願い」（一般社団法人日本造船工業会 

会長 宮永 俊一  殿 宛） 

・「半導体等調達難に対するご理解とご協力のお願い」（一般社団法人日本中小型造船

工業会 会長 越智勝彦 殿 宛） 

 

 

本件問合せ先： 

      一般社団法人日本舶用工業会 業務部 中橋 

         東京都港区虎ノ門 1-13-3 虎ノ門東洋協同ビル 5F 

          TEL: 03 (3502) 2041 

         E-mail: nakahashi@jsmea.or.jp 

 

 

以上 










